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私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています



　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。平

塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ
ま
に
は
、健

や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、仲
間
と
の
交
流
を
深
め
、健

康
づ
く
り
や
生
き
が
い
の
創
出
、さ
ら
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
清
掃
活
動
な
ど
、多
岐
に
わ

た
る
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。互
い
に
支
え
合
う
地
域
社
会
の
実

現
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
塚
市
で
は
、高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
元
気
に
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で

皆
さ
ま
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
知
恵
や
経
験
を
活

か
し
た
地
域
活
動
は
、生
活
を
豊
か
に
し
、楽
し

く
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
構
築
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、友
愛
活
動
へ
の
支
援

に
よ
り
、チ
ー
ム
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。引
き

続
き
、新
規
会
員
の
獲
得
や
幅
広
く
会
員
の
参

加
を
促
す
た
め
に
、積
極
的
に
新
た
な
事
業
に

取
り
組
む
な
ど
、活
発
な
活
動
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

結
び
に
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、健
や
か

で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。会

員
の
皆
様
に
は
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
今
の
不
安
定
な
気
象
条
件
や
内
外
政
治
経

済
面
で
の
予
断
を
許
さ
な
い
環
境
変
化
の
中
に

あ
っ
て
、今
年
も
年
初
こ
こ
に「
幸
せ
の
ひ
ろ
ば
」

（
１
０
４
号
）を
皆
様
に
お
届
け
で
き
ま
す
こ

と
を
何
よ
り
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
９
月
公
表
の
総
務
省
人
口

統
計
に
よ
れ
ば
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

３
６
１
９
万
人
で
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が

２９
．４
％
と
過
去
最
高
を
更
新
し
、こ
の
比
率

は
人
口
４
千
万
人
以
上
の
国
の
中
で
は
ト
ッ
プ

だ
そ
う
で
す
。少
子
高
齢
化
社
会
に
拍
車
が
か

か
る
現
実
の
中
、我
々
一
人
一
人
が
生
き
生
き

と
し
た
毎
日
を
送
る
た
め
に「
健
康
寿
命
」を
延

ば
せ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。

　

健
康
の
下
り
坂
で
迎
え
る「
フ
レ
イ
ル
」と
い

う
虚
弱
な
状
態
を
如
何
に
防
止
す
る
か
が
と
て

も
重
要
と
な
り
ま
す
。詳
細
は
、別
の
機
会
に
譲

り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、フ
レ
イ
ル
予
防
の
三

本
柱
で
あ
る「
栄
養
・
身
体
活
動
・
社
会
参
加
」に

ぜ
ひ
取
組
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

平
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、快
活
な

地
域
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
る
平
塚

市
と
連
携
の
下
、生
き
が
い
事
業
の
一
つ
と
し

て「
ド
レ
ミ
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室
」と
い
う
新
た
な

取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
ま
す
。「
皆
で

楽
し
く
ハ
ン
ド
ベ
ル　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
和
を

つ
く
ろ
う
」を
合
言
葉
に
、お
教
室
の
皆
様
全
員

が
笑
顔
で
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
ま
す
。お
陰
様

で
、み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
の
助
成
も
い
た
だ

く
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
も「
笑
門
来
福
」！！
皆
様
の
ご
多
幸
に
お

力
添
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

新
年
の
挨
拶

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

平
塚
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長　

福
岡　

光
夫

平
塚
市
長　

落
合　

克
宏
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市 老 連 の 動 き
開
催
日　

令
和
7
年
8
月
29
日
㈮
10
時
～
16
時 

場　

所　

平
塚
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル 

参
加
人
数　

約
４
０
０
名 

第
一
部　

式
典 

10
時
～
11
時 

来
賓 

藤
井　

深
介　

県
議
会
議
員 

米
村　

和
彦　

県
議
会
議
員 

佐
藤　

貴
子　

市
議
会
議
長

木
川　

康
雄　

平
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長 

主
催
者
側 

落
合　

克
宏　

平
塚
市
長 

田
中
恵
美
子　

福
祉
部
長 

大
木　
　

潔　

高
齢
福
祉
課
長 

福
岡　

光
夫　

市
老
連
会
長 

他
三
役
5
名

令
和
7
年
度
表
彰
者 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
6
年
以
上 

井
関
伊
津
雄（
中
原
、中
原
下
宿
長
寿
会
） 

久
野　

成
子（
八
幡
、八
寿
会
第
三
ク
ラ
ブ
）

嶋
本　

光
恵（
八
幡
、八
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ
） 

理
事
5
年
以
上 

成
田　

栄
次（
豊
田
地
区　

理
事
） 

平
井
保
二
郎（
金
目
地
区　

前
理
事
） 

模
範
地
区
連
合
会
及
び
ク
ラ
ブ 

ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚
の
発
展
と

他
の
模
範
と
な
る
連
合
会 

港
南
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
連
合
会 

金
目
地
区　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

加
入
促
進
優
良
地
区 

大
き
な
成
果
を
上
げ
、他
の
模
範
と
な
る
連
合
会 

岡
崎
地
区　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

八
幡
地
区　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

大
神
地
区　

大
神
地
区
長
寿
会 

　

令
和
7
年
度
の
ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚
福
祉

大
会
が
8
月
29
日
㈮
、平
塚
市
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
市
内
19
地
区
か
ら
約
４
０
０
名
の
会

員
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
式
典
で
個
人
表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様

並
び
に
団
体
表
彰
さ
れ
ま
し
た
地
区
の
皆
様
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

　

第
二
部
芸
能
発
表
で
は
、5
月
に
結
成
さ
れ

た
ば
か
り
の
女
性
部「
ド
レ
ミ
ハ
ン
ド
ベ
ル
教

室
」の
部
員
20
名
が「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」と
、と

な
り
の
ト
ト
ロ
の「
さ
ん
ぽ
」を
披
露
し
た
ほ

か
、女
性
部
と
14
地
区
の
会
員
が
リ
ズ
ム
体
操
、

コ
ー
ラ
ス
、舞
踊
な
ど
を
披
露
し
、集
ま
っ
た
観

衆
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。連

日
、35
度
を
超
え
る
猛
暑
の
日
が
続
く
中
、猛
特

訓
に
励
ん
で
ご
出
場
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の

皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
祉
大
会
の
た
め
、浅
間
緑
地
駐
車
場

当
番
を
し
て
い
た
だ
い
た
役
員
を
は
じ
め
、準

備
、運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
、事

務
局
の
皆
様
に
誌
上
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
61
回
ゆ
め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚

福
祉
大
会

総
務
部
長　

髙
田
橋
修
一

総務部
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厚生部

市 老 連 の 動 き

令和７年度リーダー研修会 教養部長　松下　傳教養部

　

11
月
7
日
㈮「
第
53
回
ゆ

め
ク
ラ
ブ
湘
南
平
塚
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」が
ト
ッ
ケ
イ
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
平
塚
総
合
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、応
援
者
を
含
め

る
と
７
０
０
名
を
超
え
る
多

く
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。本
大
会
は
、平
塚
市
と

の
共
催
事
業
で
あ
り
、8
月

に
行
っ
た「
福
祉
大
会
」と
並

び
市
老
連
の
最
大
事
業
の
一

つ
で
す
。

　

開
会
式
に
お
い
て
、来
賓

や
主
催
者
の
挨
拶
の
後「
リ

ズ
ム
体
操
」を
ス
タ
ー
ト
に

競
技
に
入
り
ま
し
た
。「
買
い

物
競
争
」や「
血
圧
測
定
」な

ど
、な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で

行
え
た
競
技
も
あ
り
ま
し

た
が
、地
区
対
抗
の「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
競
争
」と「
ボ
ウ
リ
ン

グ
競
争
」は
応
援
者
の
大
声

援
を
背
に
真
剣
そ
の
も
の
、

熱
い
戦
い
で
大
健
闘
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

結
果
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

競
争
の
優
勝
は
岡
崎
地
区
、

準
優
勝
は
松
が
丘
地
区
、3

位
は
八
幡
地
区
で
、ボ
ウ
リ

ン
グ
競
争
は
大
神
地
区
が
優

勝
、準
優
勝
は
松
原
地
区
、3

位
は
港
北
地
区
で
し
た
。

　

種
目
の
最
後
は
１
０
０
人

を
超
え
る
ご
参
加
を
い
た
だ

い
て「
み
ん
な
で
踊
ろ
う
」で

フ
ィ
ナ
ー
レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
は
じ
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、役
員
等

皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、ケ
ガ
人
も
出
さ
ず
予
定

時
間
内
に
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

厚
生
部
長　

三
觜　

嘉
雄

開催日　令和７年７月11日㈮　場所　中央公民館小ホール
司会　松下副会長　会長挨拶　福岡会長
講師紹介　松下副会長
講師　すまいるミュージックドア　音楽療法士　堀越美和氏
質疑応答　松下副会長　閉会挨拶　三觜副会長
重要ポイント
①歌うことは前頭葉脳の働き血流量が良くなる
②手指、顔を動かすと脳の働きが良くなる
③一度に２つ以上のことを同時に実施する
　少子高齢化人口減少が進む中で、会員の減少に伴い、人間関係
を大事に地域でのおつきあいなどが必要ではないでしょうか。一
人の人を大切に、長寿社会に福祉の向上に活動しているのが、私
たちゆめクラブ湘南平塚です。
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女性部

市 老 連 の 動 き
　

伊
豆
急
行
展
望
列
車「
リ
ゾ
ー
ト
21
」

の
旅
を
テ
ー
マ
に
、伊
豆
方
面
へ
の
秋

季
旅
行
が
11
月
27
日
㈭
～
28
日
㈮
に
か

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
か
ら
会
員
１
２
４
名
を
乗

せ
た
３
台
の
バ
ス
は
、最
寄
り
の
厚
木
・

秦
野
I
C
か
ら
東
名
高
速
に
入
り
、足

柄
S
A
で
合
流
。渋
滞
も
な
く
、東
伊
豆

の「
土
肥
金
山
」に
到
着
。金
塊
の
展
示

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、坑
内
見
学

を
し
た
後
、昼
食
。そ
の
後
、黄
金
崎
公

園
を
見
学
。天
気
が
不
安
な
た
め
か
、遊

歩
道
を
散
策
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
で

す
が
、眼
下
の
駿
河
湾
と
黄
金
色
の
崖

と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
見
入
る
人
は
多

か
っ
た
で
す
。

　

続
い
て
地
元
松
崎
出
身
の「
入

江
長
八
」の
作
品
が
展
示
し
て
あ

る
松
崎
・
長
八
美
術
館
を
見
学

後
、宿
泊
地
に
向
か
い
ま
し
た
。　

　

宿
泊
地
は
西
伊
豆
白
浜
海
岸
が

目
の
前
に
広
が
る「
ホ
テ
ル
伊
豆

急
」。宴
会
に
出
さ
れ
た
食
事
は
小

型
な
が
ら
金
目
鯛
一
匹
が
付
き
ま

し
た
。宴
に
入
る
と
カ
ラ
オ
ケ
あ

り
、舞
踊
あ
り
、フ
ィ
ナ
ー
レ
は
多

数
の
参
加
者
で
の
七
夕
踊
り
で
締

め
く
く
り
、さ
ら
な
る
交
流
の
輪

を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、前
夜
の
稲
妻
が
嘘
の
よ
う
、

快
晴
の
天
気
の
中
、下
田
に
向
か
い
ま
し

た
。「
了
仙
寺
」を
参
拝
し
た
後
、強
い
風

の
中
、ペ
リ
ー
ロ
ー
ド
を
散
策
し
な
が
ら

下
田
港
へ
。そ
し
て
、「
お
吉
の
菩
提
寺
」

で
あ
る
宝
福
寺
と
、隣
接
し
て
い
る「
唐

人
お
吉
記
念
館
」を
見
学
し
ま
し
た
。お

吉
の
51
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
波
乱
に

満
ち
た
生
涯
年
表
で
見
て
、考
え
さ
せ

ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

伊
豆
急
下
田
駅
か
ら
伊
豆
高
原
駅
ま

で
伊
豆
急
行
展
望
列
車「
リ
ゾ
ー
ト
21
」

に
乗
車
。一
般
客
と
の
相
乗
り
で
し
た

が
、平
日
で
も
あ
り
、全
員
が
海
側
の
展

望
の
良
い
席
に
座
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。車
窓
景
色
に
見
と
れ
て
い
る
う
ち
45

分
の
列
車
の
旅
は
終
了
。伊
豆
高
原
駅
で

バ
ス
に
乗
り
換

え
、帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

秋
の一

泊
旅
行

厚
生
部
長　

三
觜　

嘉
雄

厚生部

　10月24日㈮～25日㈯に福祉会館まつりが開催されま
した。リズム体操は「飛んでけ花笠」と「ふるさとは今も
かわらず」。コーラスは「紅葉」と「この広い野原いっぱ
い」それに加え、今年７月から新しくスタートしたハンド
ベル教室のメンバーも少ない練習回数の中、「エーデル
ワイス」、「さんぽ」それぞれ２曲ずつ披露しました。
　展示部門では、手芸教室の作品をはじめ、地域の会員
さんの力作もたくさん並びました。

福祉会館まつり 女性副部長　長岡　友子
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女性部

市 老 連 の 動 き

　11月14日㈮、10時～福祉会館３階大広間で女性部研
修会を開催。
　「地域につながる防災活動」地震災害への備えという
ことで、講師は女性防災クラブ平塚パワーズさん。
　パワーズさんは「災害から家庭やご近所の人を守りたい」
という思いから活動を続けてこられたそうです。パワーズさ
んならではの女性目線で作ってこられた防災アイテムは私た
ちの家庭の中、身近なところにたくさんのアイデアが詰まっ
ているとのことでした。目からウロコ、耳からウロコでした。

　実体験コーナーでは、
段ボールを２個組み合わ
せ、ビニール袋をかぶせ
た段ボールトイレやバス
タオルを使い、災害時に必

要なものを縫い付けたり、
安全ピンで留めたりして、防
災頭巾を作ったり、取り付け
た手袋の中に小銭を入れて
おくと聞いた時には、皆、「う
ん」と納得…。バンダナや風呂敷を使って負傷した箇所の
応急手当や三角巾（アームホルダー）を作ったりと、参加し
た皆さんもだんだん目が本気モードでグループの人たち
と意見交換しながら、真剣に取り組んでいました。
　自分や家族をいざという時から守るためのいろいろ
な知恵や工夫を学ばせていただきました。
　「備えあれば憂いなし」ですね。地元の会員さんととも
に、今回学んだことを共有して、防災への意識を高めて
いきたいですね。平凡な日常に感謝しつつ…。

11月女性部研修会 女性副部長　長岡　友子女性部

　女性部の生きがい教室は皆様ご存知と思いますが、
音楽教室、手芸教室、リズム体操教室の講座が開かれて
います。それに加えて今年は、７月よりハンドベル教室
が始まりました。これは、みずほ教育福祉財団の助成を
受けて始めた講座です。
　藤𠮷公子先生のご指導で20数名で楽しく元気に頑張
っています。７月、８月２回の練習で８月29日の福祉大
会に“エーデルワイス”と“さんぽ”の２曲を演奏しました。

　また、10月24日の福祉会館まつりにはベルを両手に
持ち、演奏しました。色や音符を見てベルを鳴らし、音を
聴き、担当音を鳴らして責任感と達成感が味わえ、フレ
イル予防にも効果を発揮します。毎回教室中が笑顔で
あふれ、コミュニケーションがとれています。開講された
ばかりのお教室ですが、皆様からのご支援をいただき、
ずっと続けていきたいと思っています。

生きがい教室中間報告 女性部長　五味　滋子

　６月27日・フレイル予防の講習（１部）・ハンドベルの
鑑賞と体験（２部）の研修会を中央公民館４階小ホール
で行いました。
　１部では平塚市保険年金課澁谷保健師にフレイル
予防のお話をしていただき、予防には栄養、身体活動、
社会参加の３つが重要とのことでした。またフレイル
チェック（簡易チェック）で青シール、赤シールを貼り、自
分の健康状態を考えました。フレイルサポーター（ボラ
ンティア）の方々にも応援いただき、「指輪っかテスト」で
筋肉量のチェックなどをやっていただきました。
　２部では藤吉先生の教室の皆様によるハンドベルの

演奏を聞かせていただき、私たちもベルを持ち体験させ
ていただきました。
　ほとんどの人が初めてだったのですが、皆、笑顔で一
生懸命腕をふってきれいな音を出していました。皆、楽
しかったと言って満足して帰られました。

６月女性部研修会 女性部長　五味　滋子女性部
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地 区 だ よ り

　

私
ど
も
港
北
3
地
区
で
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
愛
好
者

が
多
く
、毎
週
木
曜
日
、25
名
前

後
の
参
加
で
出
席
率
は
良
好
で

す
。

　

港
北
地
区
第
三
高
砂
会
で
は

令
和
7
年
度
5
月
か
ら『
健
康

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』（
介
護
予
防
）

に
初
め
て
麻
雀
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
ま
し
た
。会
場
は
新
装
に
な

っ
た
青
柳
公
園
児
童
館
、毎
月

第
２
・
第
４
金
曜
日
、午
後
１
時

～
午
後
４
時
30
分
と
し
ま
し

た
。

　

登
録
者
は
11
月
現
在
、指
導

者
を
含
め
男
性
5
名
、女
性
8

名
の
計
13
名
で
す
。教
え
上
手

な
お
二
人
の
指
導
員
さ
ん
の
手

ほ
ど
き
で
、牌
の
並
べ
方
さ
え

分
か
ら
な
か
っ
た
初
体
験
の
女

性
軍
も
、昨
今
で
は
点
棒
を
使

え
る
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
で
す
。

技
術
が
向
上
す
る
と
意
欲
が
湧

き
、次
回
の
開
催
日
が
待
ち
遠

し
い
よ
う
で
す
。

　

頭
も
手
先
も
使
う
ゲ
ー
ム
感

に
、き
っ
と
そ
れ
が
健
康
に
も

思
考
力
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

港
北
地
区
3
ク
ラ
ブ
合
同
で

の
マ
ー
ジ
ャ
ン
親
睦
会
開
催
も

議
題
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
地
区
は
い
ま
、苦

境
に
陥
っ
て
い
ま
す
。こ
の
十

数
年
の
間
に
、10
単
位
ク
ラ
ブ

か
ら
６
単
位
ク
ラ
ブ
に
減
り
ま

し
た
。高
齢
者
増
加
傾
向
の
流

れ
と
反
す
る
状
況
で
あ
り
ま

す
。原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。単
位
ク
ラ
ブ
会

長
の
高
齢
に
伴
い
、会
長
交
代

を
望
ん
で
も
バ
ト
ン
を
託
す
後

継
者
が
い
な
い
の
で
す
。元
気

な
方
々
は
、仕
事
や
趣
味
に
生

き
が
い
を
感
じ
、老
人
ク
ラ
ブ

活
動
は『
お
つ
き
あ
い
』程
度
。

人
の
世
話
を
す
る
ま
で
に
な

か
な
か
い
た
り
ま
せ
ん
。わ
が

地
域
の
土
地
柄
な
の
で
し
ょ
う

か
？

　

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し

て
、こ
の
春
に
日
本
た
ば
こ
産

業
の
広
大
な
跡
地
に
巨
大
な
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
で
す
。南
側
に

は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
マ
ン
シ

ョ
ン
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

理
事
　
石
井
　
近
義

理
事
　
尾
上
　
守
保

港
北
地
区

花
水
地
区
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地 区 だ よ り※次回の地区だよりは、崇善西地区・大神地区・八幡地区・旭北地区の予定です

　

宮
の
前
心
友
会
は
会
員
数

59
名
で
す
。約
２
年
前
に
囲

碁
ボ
ー
ル
の
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。毎
月
第
４
土
曜
日

の
10
時
よ
り
11
時
30
分
ま
で

練
習
し
て
い
ま
す
。毎
回
13

名
く
ら
い
参
加
し
、和
気
あ

い
あ
い
と
楽
し
く
行
っ
て
い

ま
す
。中
に
は
89
歳
、90
歳
の

方
も
参
加
し
、楽
し
く
プ
レ

ー
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
の
囲
碁
ボ
ー

ル
交
流
会
で
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
親
睦
と
健
康

維
持
の
た
め
に
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
と
里
を
守
る
会
の

生
き
物
調
査

　

用
水
路
の
生
き
物
の
生
息
状

況
を
調
査
し
、実
態
を
把
握
し
、

生
態
系
の
保
全
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し

た
。

日
時　

令
和
７
年
９
月
20
日
㈯

９
時
～
11
時

参
加
者　

小
学
生　

生
徒
父
兄　

宮
下
豊
寿
会　

里
を
守
る
会

協
力
者

小
学
校
先
生
２
名

平
塚
市
農
水
産
課
１
名

生
き
物
調
査
指
導
員
１
名

湘
南
豊
田
農
協
３
名

交
通
安
全
指
導
員
１
名

看
護
師
１
名

主
催
者
役
員　

宮
下
豊
寿
会
２
名　

里
を
守
る
会
12
名

　

当
日
は
水
位
が
低
く
、皆
さ

ん
、魚
と
り
網
や
ネ
ッ
ト
、ま
た

は
飼
育
箱
を
持
ち
川
に
入
り
、

15
種
類
も
の
生
き
物
を
捕
獲
で

き
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

捕
獲
し
た
生
き
物
は
小
学
校
で

飼
育
し
ま
す
。

　

最
後
に
捕
獲
し
た
生
き
物
の

講
評
、説
明
を
生
物
調
査
指
導

員
の
井
澤
龍
信
先
生
か
ら
受

け
、解
散
し
ま
し
た
。

理
事
　
成
田
　
栄
次

心
友
会
　
渡
辺
　
良
雄

豊
田
地
区

崇
善
東
地
区
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会 員 投 稿

　

私
と
一
緒
に
い

て
く
れ
る
猫
が
い

ま
す
。名
前
は
ハ
ク

と
い
い
、名
の
と
お

り
真
っ
白
な
猫
で

す
。
立
野
町
生
ま

れ
で
す
。た
く
さ
ん
の
猫
が
飼
わ
れ
て
い
る

中
の
一
匹
と
し
て
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
家
か
ら
ハ
ク
が
自
分
で
犬
や
猫
が

大
好
き
な
家
を
選
ん
で
育
て
て
も
ら
い
ま

し
た
。私
は
そ
の
家
を「
ハ
ク
の
実
家
」と
呼

ん
で
い
ま
す
。私
が
旅
行
に
行
く
と
き
、ハ
ク

の
食
事
の
世
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

「
実
家
の
あ
る
猫
」は
幸
せ
で
す
ね
。今
で

も
時
々
パ
ト
ロ
ー
ル
の
時
に
寄
っ
て
行
く
よ

う
で
す
。ハ
ク
は「
狩
り
」が
得
意
で
し
た
。

す
ず
め
や
ト
カ
ゲ
や
ネ
ズ
ミ
を
獲
っ
て
き
ま

し
た
。一
番
驚
い
た
の
は
大
き
な
ネ
ズ
ミ
で

し
た
。あ
ま
り
の
大
き
さ
に
測
っ
て
み
ま
し

た
。体
が
10
㎝
で
し
っ
ぽ
も
10
㎝
、20
㎝
も

あ
り
太
っ
て
い
ま
し
た
。大
き
な
声
で「
ニ
ャ

ー
」と
鳴
き
ま
し

た
。ま
る
で「
す

ご
い
だ
ろ
う
、日

頃
の
お
礼
だ
よ
」

と
。

　

私
は
猫
の
気
持
ち
を
思
う
と
怒
る
こ
と

は
い
け
な
い
と
思
い
、「
す
ご
く
偉
い
ね
。あ

り
が
と
う
、で
も
こ
れ
か
ら
は
獲
っ
て
こ
な

く
て
い
い
か
ら
ね
」と
ネ
ズ
ミ
に
塩
を
ま
き

新
聞
紙
に
く
る
ん
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。動

物
っ
て
本
能
を
ず
っ
と
受
け
継
い
で
い
る
ん

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。ハ
ク
も
年
を
重
ね
た

こ
と
で
、も
う
狩
り
は
し
な
く
な
り
ま
し

た
。家
で
仲
良
く
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、い

く
つ
か
お
願
い
し
て
も
、共
同
生
活
が
う
ま

く
い
か
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
、

テ
レ
ビ
で
エ
ジ
プ
ト
の
歴
史
を
見
ま
し
た
。

び
っ
く
り
で
す
。猫
は
神
の
次
の
席
が
あ
り
、

非
常
に
高
貴
な
存
在
で
し
た
。神
に
仕
え
て

い
た
と
聞
き
、す
ご
く
納
得
し
ま
し
た
。私

が
猫
を
飼
う
の
で
は
な
く
、私
と
一
緒
に
い

て
く
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
う

思
う
こ
と
に
よ
り
、猫
の
マ
イ
ペ
ー
ス
に
納

得
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

猫
と
私

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
第
二

　

瀧
本　

光
代

　

少
し
昔
の
こ
と
で
あ
る
。京
都
・
東
福
寺
の
参

拝
を
終
え
て
、本
町
通
り
の
坂
を
下
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
、偶
然
、右
手
に
立
札
を
見
つ
け
た
。

中
に
は
法
性
寺
の
寺
伝
が
書
か
れ
て
い
た
。時

刻
は
夕
方
５
時
に
近
か
っ
た
。

　

突
然
伺
う
非
礼
を
承
知
の
上
で
、玄
関
の
呼

び
鈴
を
押
す
。予
約
が
な
い
の
で
す
が
と
い
う

と
、こ
ち
ら
の
事
情
を
汲
ん
で
拝
観
を
許
可
し

て
い
た
だ
い
た
。奥
ま
っ
た
八
畳
ほ
ど
の
部
屋

の
正
面
に
、頭
上
面
が
三
段
に
な
っ
た
珍
し
い

千
手
観
音
菩
薩
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。御

内
儀
と
雑
談
し
な
が
ら
、二
人
し
て
お
茶
を
一

杯
い
た
だ
く
。さ
ら
に
ど
う
ぞ
、と
差
し
出
さ
れ

た
素
朴
な
味
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
ほ
お
ば
り
な
が

ら
、こ
の
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
。

　

東
福
寺
の
建
立
さ
れ
る
前
、そ
れ
よ
り
も
ず

っ
と
広
い
寺
領
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
法
性
寺

の
面
影
も
今
は
な
い
。「
こ
の
国
宝
の
千
手
観
音

様
を
守
り
、少
し
ず
つ
寺
の
再
建
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。」と
話
さ
れ
て
い
た
。

　

平
安
時
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う
観
音
像
が
、

長
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
わ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

仏
像
探
訪
・
法
性
寺

中
原
地
区　

中
原
東
長
寿
会小

川　

正
春
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今
年
の
正
月
、あ
る
年

頭
挨
拶
文
を
受
け
取
り
ま

し
た
。最
後
に「
こ
の
文
章

は
生
成
A
I
で
作
っ
た
も

の
で
す
」と
い
う
注
意
書

き
が
あ
り
、大
変
驚
き
ま

し
た
。人
が
書
い
た
も
の

と
違
い
が
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

調
べ
て
み
る
と
、生
成

A
I
は
、人
の
知
的
労
働

の
一
部
を
肩
代
わ
り
で
き

る
技
術
で
、パ
ソ
コ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
続
く

「
第
四
次
産
業
革
命
」を

引
き
起
こ
す
と
も
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。著
作

権
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、世
界
各
国
が
競
っ

て
開
発
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

世
の
中
の
動
き
は
さ
て

お
き
、小
生
は
正
月
以
来
、

笑
い
話
を
作
っ
て
も
ら
っ

た
り
A
I
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。あ
る
日
、プ
リ
ン

タ
ー
の
安
価
な
互
換
イ
ン

ク
が
使
え
な
く
な
っ
た
時

も
、A
I
に
相
談
し
て
再

び
使
え
る
よ
う
に
な
り
、

大
変
助
か
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
、健
康
に
も
活

用
し
て
い
ま
す
。水
分
不

足
で
は
、熱
中
症
以
外
に

も
、腎
不
全
、脳
梗
塞
、尿

路
結
石
、便
秘
、認
知
機
能

低
下
が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。体
重
60
㎏
の
高
齢
男

性
は
、冬
場
で
約
１
リ
ッ

ト
ル
の
飲
料
が
一
日
に
必

要
と
の
こ
と
で
す
。な
お
、

ス
マ
ホ
の
L
I
N
E
の
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、A
I
チ

ャ
ッ
ト
く
ん
で
、手
軽
に

A
I
を
体
験
で
き
ま
す
。

生
成
A
I
体
験
談

中
原
地
区　

下
宿
長
寿
会　

井
関
伊
津
雄

会 員 投 稿

蚕
が
我
家
に
や
っ
て
来
た

「
う
わ
ー
小
さ
い
」「
可
愛
い
」「
気
も
い
」等
々

私
は「
懐
か
し
い
」

「
桑
の
葉
し
か
食
べ
な
い
ん
だ
よ
」

孫
と
桑
の
木
捜
し
て
ぶ
ら
ぶ
ら
散
歩

「
あ
っ
た
ー
よ
か
っ
た
」

「
新
芽
を
摘
む
ん
だ
よ
」

早
速
葉
を
載
せ
て
あ
げ
る

「
昼
も
夜
も
休
み
な
く
食
べ
て
い
る
ね
」

「
時
々
休
ん
で
脱
皮
も
す
る
ん
だ
っ
て
」

「
体
が
透
き
通
っ
て
き
た
ら
口
か
ら
白
い
糸

を
出
す
ん
だ
よ
」

個
室
に
入
っ
て
白
い
繭
に
変
身

「
中
で
サ
ナ
ギ
に
な
る
ん
だ
よ
」

「
ふ
う
ー
ん
」

小
さ
な
訪
問
者

大
神
地
区　

大
神
長
寿
会　

秋
元　

芳
美

人
物
で
も
動
物
で
も
描
写
し
て
み
る

初
め
で
も　

最
後
で
も
良
い
が

眼
を
描
く

す
る
と
突
然　

生
き
て
く
る

命
が
や
ど
る

そ
れ
は　

そ
れ
は

不
思
議
な
瞬
間
だ

明
る
く
も　

暗
く
も

そ
う　

所
謂（
い
わ
ゆ
る
）画
龍
点
晴
だ

目（
め
）　

ま
な
こ　

ま
な
ざ
し

瞳
・
眸（
ひ
と
み
）

創
造
す
る
楽
し
み
と
失
敗
が
そ
こ
に
あ
る

詩
作
に
あ
っ
て
は
眼
に
あ
た
る
も
の
は
何
か

未
だ
ま
だ
迷
い
は
深
い

眼
力（
め
ぢ
か
ら
）
岡
崎
地
区　

ふ
じ
み
野
寿
会　

福
田　
　

忠
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令和７年度 

（注）*印の日は、会場等の都合により原則的な曜日以外の日を予定しています。

講　　師　 原　美佐子先生
回　　数　 10回・原則第４土曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・大広間（3階）
参加人員　 １地区１～４人
開 催 日　
令和８年１月24日
　　　   ２月28日
             ３月28日

リズム体操健康教室

講　　師　 米谷　直美先生
回　　数　 ９回・原則第３金曜日
時　　間　 13：00～15：00
会　　場　 福祉会館・第２会議室（２階）
参加人員　 ３クラブ以内の地区は、３人以内
                      ４クラブ以上の地区は、４人以内
開 催 日　  
令和８年２月20日・*３月27日

責　任　者　 長岡　友子 副女性部長
回　　数　 ６回・原則第２水曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・第３会議室（２階）
参加人員　 １地区１～３人
開 催 日　  

音楽教室 手芸教室

講　　師　 藤吉　公子先生
回　　数　 ９回・原則第２月曜日
時　　間　 10：00～12：00
会　　場　 福祉会館・第３会議室（２階）
参加人員　 １地区１～３人
開 催 日　
令和８年*１月19日・２月９日・３月９日

ドレミハンドベル教室
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私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています



松
原
地
区　

第
五
長
生
会　
　
　
　

福
岡　

司
子

目
覚
む
れ
ば
光
さ
し
込
む
春
隣

松
原
地
区　

第
七
長
生
会　
　
　
　

大
谷　

節
子

研
師
よ
り
戻
る
包
丁
葱
刻
む

松
原
地
区　

第
一
長
生
会　
　
　
　

本
名　

節
子

静
か
な
る
蜘
蛛
が
糸
吐
く
夜
の
ふ
け
て

松
原
地
区　

第
三
長
生
会　
　
　
　

生
田
芙
美
代

し
ぐ
る
る
や
赤
蕪
の
色
刃は

に
に
じ
み

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

小
池
八
重
野

夏
も
又
す
こ
し
お
し
ゃ
れ
し
夢
ク
ラ
ブ

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

坪
田　

裕
美

七
夕
の
飾
り
見
上
げ
る
顔
と
顔

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
錦
長
寿
会

髙
島　

秀
明

夏
の
朝
黒
い
雲
間
に
イ
ナ
ズ
マ
ぞ

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

松
原　

栄
子

猛
暑
日
は
日
陰
を
選
び
遠
回
り

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二

伊
藤　

友
子

老
夫
婦
の
束
ね
る
稲
穂
夕
日
か
な

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二

冨
田
み
さ
子

獅
子
噛
み
て
厄
を
落
し
ぬ
里
神
楽

金
田
地
区　

ク
ラ
ブ
入
野　
　
　
　

髙
見　

立
子

買
物
袋
さ
げ
潜く

ぐ

る
茅ち

の
輪わ

か
な

富
士
見
地
区　

中
里
長
寿
ク
ラ
ブ　

古
正　
　

晃

暑
す
ぎ
て
さ
す
が
に
今
年
は
蝉
休
み

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ　

柏
崎　

国
雄

五
枚
目
は
え
く
ぼ
の
美
女
や
初
暦

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
五
ク
ラ
ブ　

髙
田
橋
修
一

お
も
い
や
る
七
草
粥
や
喜
寿
祝
ひ

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
七
ク
ラ
ブ

鴨
志
田
あ
け
み

週
一
に
母
と
箱
根
湯
冬
の
ど
か

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
七
ク
ラ
ブ　

鴨
志
田　

尚

庭
梅
の
初
咲
き
見
入
る
妻
の
笑
み

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
二
ク
ラ
ブ　

勝
呂　
　

廣

十
月
に
入
り
秋
風
優
し
く
て

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

馬
水　

長
子

彼
岸
花
墓
前
に
語
る
あ
れ
や
こ
れ

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

山
田　

直
子

草
繁
る
大
蛇
の
川
面
細
波
に

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ

鈴
木　

克
司

年
重
ね
幾
年
聞
く
や
虫
の
声

四
之
宮
地
区　

明
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ

小
島　

勝
子

泣
く
友
の
肩
抱
く
球
児
夏
終
る

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　
　
　

林　

富
佐
子

マ
ッ
ト
干
す
塀
に
蜻
蛉
の
休
み
を
り

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　
　
　

今
井
か
つ
よ

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
赤
と
ピ
ン
ク
が
き
そ
い
合
い

中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　
　
　

西
澤
ス
ミ
子

蒼
天
に
富
士
凛
々
と
今
朝
の
冬

俳
句
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中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　
　
　

豊
長　

良
子

月
見
上
げ
娘
と
二
人
初
秋
刀
魚

豊
田
地
区　

豊
田
宮
下
豊
寿
会　
　

長
尾　

敏
是

稲
刈
り
の
音
に
慌
て
る
イ
ナ
ゴ
か
な

豊
田
地
区　

豊
田
宮
下
豊
寿
会　
　

工
藤　

國
江

た
お
や
か
に
ゆ
れ
て
ス
ス
キ
の
秋
ふ
か
し

豊
田
地
区　

豊
田
宮
下
豊
寿
会　
　

武
井
チ
エ
子

田
園
の
中
を
駆
け
抜
く
新
幹
線

旭
北
地
区　

日
向
岡
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

大
内　

賢
一

航
跡
の
白
さ
際
立
つ
秋
の
空

旭
北
地
区　

纏
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　
　

野
田
サ
ト
子

朝
の
陽ひ

が
紅
く
れ
な
いに
そ
め
し
富
士
の
峰

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

中
谷　

榮
作

春
の
宵
知
ら
ぬ
人
に
も
つ
い
会
釈

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

清
田　

昌
子

手
あ
わ
さ
れ
飲
ま
せ
て
く
れ
よ
と
お
正
月

旭
北
地
区　

公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

矢
澤　
　

務

反
り
ぐ
せ
が
取
れ
な
い
う
ち
に
如
月
に

旭
北
地
区　

徳
延
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

日
髙　

森
雪

稲
刈
り
の
田
ん
ぼ
に
群
が
る
野
鳩
か
な

旭
北
地
区　

公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

矢
澤　

房
枝

カ
タ
カ
タ
と
ゆ
す
る
木
枯
ら
し
秋
し
ら
せ

旭
北
地
区　

公
所
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　

長
岡　

友
子

澄す

み
し
空
赤
と
ん
ぼ
の
輪ロ

ン

ド
舞
曲
愉た
の

し
げ
に

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

牧
田
ま
き
子

北
風
を
来
て
地
球
儀
を
一
回
転

金
目
地
区　

堀
之
内
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ西

宮　
　

敬

お
ー
寒
い
心
も
体
も
懐
も

吉
沢
地
区　

吉
沢
老
人
ク
ラ
ブ　
　

二
宮
美
智
子

重
な
り
し
数
多
の
絵
馬
や
菊
花
展

崇
善
東
地
区　

宮
の
前
第
二
心
友
会

田
辺　

靖
雄

改
札
へ
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
使
わ
ず
に

　
　
昇
り
ゆ
く
人
若
々
し
く
見
え

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

北
澤　

勝
美

七
夕
の
飾
り
作
り
の
手
伝
い
も

　
　
道
具
使
え
ず
冷
や
汗
が
で
る

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
錦
長
寿
会

田
島
ト
キ
エ

紅
梅
や
メ
ジ
ロ
飛
び
か
い
蜜
を
吸
う

　
　
我
日
溜
り
に
し
ば
し
佇
む

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

田
中　

博
由

孫
た
ち
と
赤
飯
卓
に
妻
の
喜
寿

　
　
祝
う
品
あ
り
華
や
ぐ
夕
餉

富
士
見
地
区　

夢
ク
ラ
ブ
寿
和
会　

樋
渡
フ
ミ
子

木
々
の
葉
は
緑
を
な
し
て
吾
れ
に
問
う

　
　
常
に
変
わ
ら
ぬ
日
々
あ
る
幸
を

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
六
ク
ラ
ブ　

齊
藤　

克
子

同
期
会
六
十
年
の
時と

き空
を
超
え

　
　
蒼
き
か
お
た
ち
は
味
の
あ
る
翁
お
き
な

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
三
ク
ラ
ブ　

吉
村　

哲
郎

は
る
ば
る
と
湘
南
の
潮
騒
聞
こ
え
く
る

　
　
沖
の
小
舟
に
か
も
め
群
が
る

中
原
地
区　

中
原
西
長
寿
会　
　
　

江
原
千
枝
子

風
渡
り
稲
穂
は
黄
金
の
波
を
う
ち

　
　
群
れ
な
す
ト
ン
ボ
の
翼
ま
ぶ
し
や

旭
北
地
区　

日
向
岡
ゆ
め
ク
ラ
ブ　

武
藤　

洋
一

春
の
日
は
坂
の
あ
つ
ま
る
頂
き
に

　
　
お
の
ず
か
ら
な
る
家
族
ら
の
群
れ

旭
北
地
区　

纏
ゆ
め
ク
ラ
ブ　
　
　

久
保
田
弓
子

五
月
雨
に
ふ
と
目
を
さ
ま
し
ひ
と
り
寝
の

　
　
心
静
か
に
明
日
を
待
つ

短
歌
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大
神
地
区　

大
神
長
寿
会　
　
　
　

相
原
む
つ
子

一
条
の
光
り
も
と
め
て
秋
の
陽
に

　
　
の
ぞ
み
持た
も

ち
て
夫ふ
た
り婦
歩
ま
む

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

松
丸　
　

靖

友
来
た
り
我
を
励
ま
す
言
の
葉
は

　
　
「
ま
だ
ま
だ
若
い
元
気
に
生
き
よ
」
と
言
う
な
り

岡
崎
地
区　

西
入
福
寿
会　
　
　
　

青
沼　
　

護

猛
暑
避
け
大
屋
根
リ
ン
グ
長
蛇
の
列

　
　
大
阪
万
博
夢
洲
の
夏

港
南
地
区　

札
場
横
町
第
一
高
砂
会

栁
田　

達
男

優
し
い
言
葉
に
互
い
に
支
え
ら
れ

港
南
地
区　

東
千
石
高
砂
会　
　

長
谷
川
ス
ズ
ヨ

八
十
年
月
日
迷
っ
た
あ
の
頃

　
　
知
恵
袋
今
一
人
で
苦
笑
い

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

松
田
由
貴
子

ほ
め
ら
れ
て
鏡
見
な
お
す
髪
か
た
ち

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

松
波　

昭
夫

ウ
ォ
ー
キ
ン
影
を
し
た
い
て
つ
ゆ
明
け
に

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
見
附
町

吉
岡　

利
夫

夜
釣
り
来
て
魚
釣
ら
ず
に
花
火
み
る

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二

岡
﨑　

和
枝

献
立
に
あ
た
ま
悩
ま
す
物
価
高

崇
善
西
地
区　

ゆ
め
ク
ラ
ブ
立
野
町
第
二

山
田
真
理
子

子
犬
来
て
初
め
て
夫
が
育
児
す
る

富
士
見
地
区　

中
里
長
寿
ク
ラ
ブ　

松
田　

ヒ
サ

公
園
で
年
を
と
っ
て
も
ゲ
ー
ト
や
る

八
幡
地
区　

八
寿
会
第
一
ク
ラ
ブ　

鳥
澤　

光
代

蚊
と
思
い
叩
い
て
気
付
く
腕
の
シ
ミ

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　
　
　

本
川
ス
ミ
子

目
分
量
我
の
味
つ
け
サ
シ
ス
セ
ソ

中
原
地
区　

新
川
端
長
寿
会　
　
　

蒲
生　
　

晃

高
値
だ
ぞ
刈
り
あ
と
の
稲
穂
が
背
を
伸
ば
す

松
が
丘
地
区　

東
中
原
い
ず
み
会　

内
藤
と
き
子

喜
寿
す
ぎ
て
ヨ
ガ
に
は
ま
っ
て
美
ボ
デ
ィ
に

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

小
牧　
　

馨

嵯さ

が

の
峨
野
や
ら
眺
め
観
る
季き

の
嵐
あ
ら
し
や
ま山

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

丸
山　
　

孜

脳
貯
金
サ
ギ
も
な
い
の
に
減
り
続
け

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

三
須　
　

正

い
と
可
笑
し
帰
省
子
愛
車
八
百
屋
さ
ん

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

丸
山　

清
子

も
の
思
ふ
昔
胸
焦
げ
今
は
鍋

岡
崎
地
区　

岡
崎
友
遊
ク
ラ
ブ　
　

須
田　

良
夫

高
齢
者
ほ
ど
よ
く
忘
れ
て
批
判
な
し

川
柳
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月 日 行　事 場　所 備　考

１

19 生きがい教室（ハンドベル） 福祉会館

22～26 第55回ゆめクラブ湘南平塚趣味の作品展 市民プラザ

24 生きがい教室（リズム体操） 福祉会館

31 幸せのひろば１０４号発行

２

9 生きがい教室（ハンドベル） 福祉会館

19 理事研修会 福祉会館

20 生きがい教室（音楽） 福祉会館

28 生きがい教室（リズム体操） 福祉会館

３

9 生きがい教室（ハンドベル） 福祉会館 閉会式

27 生きがい教室（音楽） 福祉会館 閉会式

28 生きがい教室（リズム体操） 福祉会館 閉会式

令和７年度 1 月～ 3 月
平塚市老人クラブ連合会事業予定（主なもの）

教
養
部

松
下　
　

傳

尾
上　

守
保

下
田　

輝
行

吉
田　
　

勲

久
保
田
慎
司

長
岡　

友
子

相
原
む
つ
子

原　
　

和
子

■
地
域
の
仲
間
と
取
り
組
む
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
活
動

■
昨
年
度
異
常
に
暑
い
日
が
多
く
感
じ
る

春
夏
秋
、冬
休
み

■
女
性
部
生
き
が
い
教
室
、フ
レ
イ
ル
予

防
健
康
維
持

■
教
養
部
、リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、市
老
連
の

事
業
に
精
進

■
4
月
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
通
常
総
会

■
全
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・

　

初
夏
の
日
帰
り
旅
行
・
秋
は
一
泊
旅
行

■
市
老
連
の
運
動
会
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

　

総
合
体
育
館

■
広
報
誌
１
０
４
号
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
・

詩
・
写
真
・
い
つ
も
あ
り
が
と
う

■
新
事
業
、女
性
部
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財

団
関
係
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

編
集
後
記

令
和
７
年
度
役
員

Ｒ
８
・
１
現
在

編 集 委 員

会　

長　

福
岡　

光
夫　
（
松
原
）

副
会
長　

髙
田
橋
修
一　
（
八
幡
）

　

〃　
　

松
下　
　

傳　
（
旭
北
）

　

〃　
　

三
觜　

嘉
雄　
（
岡
崎
）

　

〃　
　

五
味　

滋
子　
（
松
原
）

会　

計　

尾
上　

守
保　
（
花
水
）

理　

事　

長
谷
川
ス
ズ
ヨ（
港
南
）

　

〃　
　

石
井　

近
義　
（
港
北
）

　

〃　
　

庄
司　

弘
史　
（
崇
善
東
）

　

〃　
　

青
木　

征
一　
（
崇
善
西
）

　

〃　
　

小
西
健
二
郎　
（
富
士
見
）

　

〃　
　

吉
田　
　

勲　
（
四
之
宮
）

　

〃　
　

蒲
生　
　

晃　
（
中
原
）

　

〃　
　

下
田　

輝
行　
（
松
が
丘
）

　

〃　
　

相
原
む
つ
子　
（
大
神
）

　

〃　
　

成
田　

栄
次　
（
豊
田
）

　

〃　
　

中
村　
　

胖　
（
金
田
）

　

〃　
　

原
田　
　

匡　
（
旭
南
）

　

〃　
　

宮
田
美
穂
子　
（
金
目
）

　

〃　
　

久
保
田
慎
司　
（
吉
沢
）

　

〃　
　

長
岡　

友
子　
（
旭
北
）

　

〃　
　

鈴
木
美
佐
子　
（
花
水
）

　

〃　
　

原　
　

和
子　
（
松
が
丘
）

　

〃　
　

武
井
チ
エ
子　
（
豊
田
）

監　

事　

柳
田　

達
男　
（
港
南
）　

　

〃　
　

秋
元　

芳
美　
（
大
神
）

令
和
７
年
度
教
養
部
長　

松
下　
　

傳
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3
　　　推進組織
3
　　　推進組織

① 寝たきりにならない　② 物忘れしない　③ 孤立しない

4つの貯蓄が
　　　できる組織
4つの貯蓄が
　　　できる組織

① 心と体が健康になります　② 友だちができます
③ 趣味が増えます　④ いきがいとしての出番があります

〒254ー0047  平塚市追分1ー43平塚市老人クラブ連合会
☎（０４６３）36ー7227 ゆめクラブ湘南平塚 検 索平塚市福祉会館内

老人クラブへどうぞ！老人クラブへどうぞ！

第61回ゆめクラブ湘南平塚福祉大会

福祉会館まつり

スポーツ大会

1 1月女 性 部 研 修 会

私たちは平塚市老人クラブ連合会の活動を応援しています

このたびは、広報誌に広告のご協賛をいただき、誠にありがとうございます。本誌は誌面を通じて会員
の交流・情報交換はもとより、地域の皆様に老人クラブの活動をご理解いただき、一層の交流の輪を広げるため発行するものでございます。
以上の趣旨をご理解いただき、引き続き広告掲載のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 【平塚市老人クラブ連合会】

ご協賛いただいた皆様への御礼


